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１２月１６日（火）に学校保健委員会を行いました。参加し

てくださったのは、原校医先生、喜多村学校薬剤師の先生、Ｐ

ＴＡ役員の保護者の方々、各学年保体委員、そして先生方、約

５０名でした。今回は、本校の学校薬剤師 喜多村 貞子先生

に『知って得するくすりの話』というテーマで講話を聞きまし

た。 

 ～講話から～       

◎みなさん、薬を飲むとき、何で飲んでいますか？ お茶？ジュース？ 

水で飲まないといけないことは、何となくわかっていると思いますが、なぜ水が適して

いるのでしょうか？演示実験してくださいました。 

◆実験その① 胃薬の中に入っている 

重曹（ジュウソウ）を使って 

  水            →変化なし  

                    

           ＋   →発砲（泡）   

→発砲（泡） 

 

◆実験その② 貧血の薬、鉄剤を使って 

  水            →変化なし  

                    

           ＋   →黒くなる 

→黒くなる 
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ジュースの酸性と重曹のアルカリ性

が反応して泡が出て、二酸化炭素が

発生し、薬効がなくなります。 

お茶と薬の成分が化学変化をおこし

黒くなり、薬効がなくなります。 

質問がありました；麦茶はいいですか？ 

回答：お茶に含まれているタンニンと鉄が反応する実験をしま

した。タンニンが含まれているもの（紅茶・コーヒー・緑茶）

には反応します。麦茶も少ないですが、タンニンが入っていま

すので、鉄剤を服用するときはお水かお白湯がいいです。 

学校薬剤師の先生は、

プールやｳｵｰﾀｰｸｰﾗｰの

水質検査、教室の空気

や照度の検査等をして

いただいています。  



★保体委員のみなさんの感想の一部を紹介します★ 

◎それでは、どれぐらいの水で飲めばいいので 

しょうか？ 

 少量の水を指につけて、カプセルを触ってみました。少

量の水では、カプセルが手にくっつきます。水の量が十分

でないと、薬が胃に届くまでに、食道で止まってしまい、

食道に、悪い影響を及ぼします。 

  薬は、コップ１杯の水で飲みましょう。 

◎サプリメントについて 

 飲めば飲むほど、よいのではありません。成分が凝縮してあるので、副作用があること

もあります。ほかの薬と一緒に飲むと影響し合い、飲み合わせによって反応が強く出たり

弱く出たりすることがありますので、薬剤師に相談してください。お薬手帳をうまく活用

して、薬の管理をしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鉄は人の体で再利用されたり食物からも補給されたりしますが、体に吸入されにくい

ものです。お薬は吸収されやすい形にしてあります。お茶で反応してしまうと、吸収さ

れずに便に出てしまいます。インフルエンザの予防には、自分の抵抗力を作り、体を弱

らせないことが大切です。手洗いうがいで、体に入るウィルスを少なくすること。特に

手洗いをしっかりしてください。 

○薬は、果実入りジュースや炭酸、お茶、ミルクティーなど水以外と一緒に飲むと、効

果が落ちると言うことを初めて知りました。薬は水と一緒に決められた量だけ飲むこ

とが大切なんだと思いました。 

○今日は薬のいろんなことを知ることができました。まさかコーラやオレンジジュース

に薬を入れるとあんなふうになる（発泡する）なんて全く知りませんでした。これか

らは普通に水で飲むようにしたいと思います。 

○いつも薬を飲むときは、だいたい野菜ジュースで飲むので、これからは水で飲みたい

と思います。 

○カプセルは、水につけるとすぐ引っ付くことがわかり、びっくりしました。 

○薬にはいろんなことが起きるんだなと思いました。身近なお茶でもあんな色（黒）に

なるなんてとてもびっくりしました。やっぱり水で少し多めの量で飲まないといけな

いことを知りました。 

○今日の講話で薬を飲むとき、少量の水で飲んだら食道に悪いことや、水以外で飲んだ

ら薬の効果が薄れることなどを知りました。この知識を生かしていきたいです。 

 

校医の原先生からのコメントです 

 


